
総務企画委員会会議記録 

 

総務企画委員長  中野 哲朗   

 

１ 日 時 

   令和８年６月２３日（火） 午後１時５９分から 

                午後４時００分まで 

 

２ 場 所 

   第４委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

中野哲朗、今吉次郎、森誠一、御手洗朋宏、高橋肇、三浦由紀 

 

４ 欠席した委員の氏名 

   嶋幸一 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   穴見憲昭、猿渡久子 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   総務部長 若林拓、企画振興部長 上城哲 ほか関係者 

 

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

８ 会議の概要及び結果 

（１）第６４号議案のうち本委員会関係部分、第６５号議案から第７０号議案及び第７１号議

案については、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定した。 

  第２号報告については、承認すべきものと全会一致をもって決定した。 

（２）陳情２０について、質疑を行った。 

（３）県内所管事務調査のまとめとして、執行部から報告を受けた。 

（４）ハーモニーランドのエンタメリゾート化の支援について、ツール・ド・九州について、

空港アクセス改善事業の取組について及びおおいた地域交通ビジョン２０２６の素案につ

いて、執行部から報告を受けた。 
（５）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。 

（６）県外所管事務調査の行程を決定した。 

 

９ その他必要な事項 

   な し 

 

１０ 担当書記  

   議事課委員会班    主幹（総括） 姫野剛 

   政策調査課政策法務班 主査     笠置徹 
 



総務企画委員会次第 

 

                                      日時：令和８年６月２３日（火）１４：００～ 

                                      場所：第４委員会室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 総務部関係                      １４：００～１５：２０

（１）付託案件の審査 

   第 ６４号議案 令和８年度大分県一般会計補正予算（第１号）（本委員会関係部分） 

   第 ６５号議案 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する 

           法律に基づく個人番号の利用等に関する条例の一部改正について 

   第 ６６号議案 知事等の損害賠償責任の一部免責に関する条例等の一部改正について 

           （福祉保健生活環境委員会、商工観光労働企業委員会へ合い議） 

   第 ６７号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について 

           （土木建築委員会へ合い議） 

   第 ６８号議案 大分県宿泊税条例の制定について 

           （商工観光労働企業委員会へ合い議） 

   第 ６９号議案 大分県税条例等の一部改正について 

   第 ７０号議案 大分県税特別措置条例の一部改正について 

   第  ２号報告 大分県税条例等の一部改正について 

（２）付託外案件の審査 

   陳 情  ２０ 高等学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保を 

           求める陳情 

（３）県内所管事務調査のまとめ 

（４）その他 

 

 

３ 企画振興部関係                                       １５：２０～１６：２０ 

（１）付託案件の審査 

   第 ７１号議案 美術品の取得について 

（２）県内所管事務調査のまとめ 

   地域の芸術文化の次世代への継承について 

（３）諸般の報告 

   ①ハーモニーランドのエンタメリゾート化の支援について 

   ②ツール・ド・九州について 

   ③空港アクセス改善事業の取組について 

   ④「おおいた地域交通ビジョン２０２６」の素案について 

（４）その他      

 

 

４ 協議事項                                           １６：２０～１６：３０ 

（１）閉会中の継続調査について 

（２）県外所管事務調査について 

（３）その他 

 

 

５ 閉  会 
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別 紙 

会議の結果 

中野委員長 ただいまから、総務企画委員会を

開きます。 

 本日は、嶋委員が欠席です。 

 また、本日は、委員外議員として猿渡議員、

穴見議員に出席いただいております。 

 委員外議員の方が、発言を希望する場合は、

委員の質疑の終了後に挙手し、私から指名を受

けた後、長時間にわたらないよう、要点を簡潔

に御発言願います。 

 なお、第６８号議案の審査に際し、観光政策

課の河室課長にも出席いただいています。 

 本日審査いただく案件は、今回付託を受けま

した議案８件、報告１件及び付託外案件として、

陳情１件です。 

 この際、案件全部を一括議題とし、これより

総務部関係の審査に入ります。 

 初めに、本日審査いただく案件について、若

林総務部長から概括的な説明をいただきます。 

若林総務部長 中野委員長、今吉副委員長をは

じめ、委員各位には平素から御指導いただきま

してありがとうございます。私から、本日審査

をお願いしている案件等について、概括的に説

明申し上げます。 

 本日の委員会では、提案しました令和８年度

大分県一般会計補正予算（第１号）を含め、大

分県宿泊税条例の制定についてなど議案７件、

報告１件の計８件の付託案件に加えまして、付

託外案件となる陳情１件の審査をお願いしてい

ます。 

 また、去る５月１１日から２９日まで行われ

た県内所管事務調査について、委員の皆様から

総務部関係機関等に対しまして、熱心に御調査

いただいたと聞いております。大変ありがとう

ございます。 

 いただいた意見をできる限り反映していきた

いと考えておりますので、本日、所管事務調査

を全般的に取りまとめまして、説明をさせてい

ただければと思います。 

 それでは詳細につきまして、それぞれ担当課

長より説明申し上げますので、よろしくお願い

いたします。 

中野委員長 それでは、議案審査に入ります。 

 まず、第６４号議案令和８年度大分県一般会

計補正予算（第１号）のうち、総務部関係部分

について、執行部の説明を求めます。 

日野財政課長 それでは、第６４号議案令和８

年度大分県一般会計補正予算（第１号）につい

て説明いたします。 

 総務企画委員会資料の２ページを御覧くださ

い。 

 まず、全般的事項についてです。今回の補正

予算は、中東情勢の影響を踏まえ、国の対策と

歩調を合わせ、ＬＰガス料金等の支援に取り組

むとともに、事業者の資金繰りや省エネルギー

設備の導入などを支援するものです。あわせて、

宿泊税の導入に向けた環境整備など早急に対応

が必要な経費を計上しています。 

 １補正概要にあるとおり、補正額は７５億９，

６９６万４千円の増額であり、累計では７，３

７６億５，４９６万４千円となります。 

次に、その下、歳入の内訳を御覧ください。 

今回補正する歳入は、国庫支出金、繰入金及び

諸収入となっています。 

 資料の５ページをお願いします。 

 まず、第９款国庫支出金、第２項国庫補助金

は４０億７，８７１万１千円の増額ですが、全

額物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金と

なっております。これは昨年度、国の補正予算

で措置された交付金のうち、今年度における情

勢変化にも対応できるよう、一部を留保してい

たものでございます。 

 次に、７ページをお願いします。 

 第１２款繰入金第２項基金繰入金は、５億１，

８２５万３千円の増額となりますが、これは、

おおいた元気創出基金を取り崩すものです。 

 次に、８ページをお願いします。 

 第１４款諸収入第３項貸付金元利収入は、３

０億円の増額となります。これは、中東情勢の
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影響を受ける中小企業等を支援するため、県制

度資金の新規融資枠を１００億円増額すること

に伴い、必要となる金融機関への貸付原資に充

当するものです。 

 全般的事項及び歳入についての説明は以上で

ございます。 

阿部税務課長 資料９ページを御覧ください。 

 県税システム改修事業、補正予算額４，７７

９万８千円及び税務業務アウトソーシング推進

事業、補正予算額１，５５６万７千円について

説明いたします。 

 大分県宿泊税条例の制定については、後ほど

第６８号議案で御説明いたしますが、これらの

事業は、宿泊税の導入に向けた環境整備を目的

として実施するものでございます。 

 まず、１県税システム改修事業については、

宿泊税の収納管理を行うための県税総合情報管

理システムの改修と、宿泊事業者からの申告情

報等の管理・集計を行うための産業廃棄物税等

システムの改修を行うものでございます。 

 次に、２税務業務アウトソーシング推進事業

についてですが、宿泊税の課税業務を円滑に進

めるため、申告書等の入力業務や、特別徴収義

務者である宿泊事業者へ送付する納入申告書の

作成業務などを民間事業者に委託するものでご

ざいます。 

 これらの事業により、円滑な制度導入を目指

し、着実に準備を進めてまいります。 

中野委員長 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 まず、委員の皆様から、質疑はございません

か。 

三浦委員 今説明いただいた税務業務のアウト

ソーシング推進事業なんですが、これ、業種と

しては税理士、それとも行政書士とか司法書士、

どういう感じになるのか。 

阿部税務課長 これは申告いただいたもののタ

ッチ入力を委託するものでございますので、そ

ういった士業の方ではございません。 

三浦委員 士業じゃなくても大丈夫な仕事です

ね。分かりました。 

今吉副委員長 今の税務システムの改修事業で

すけれども、そのシステムはみんな同じ形態に

なるんですか。やっぱりいろいろ種類があるわ

けじゃないんですか。 

阿部税務課長 説明が足りなくて申し訳ござい

ません。こちらのシステム改修は、県税の方の

システム改修でございます。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 私からちょっと１点質疑させてく

ださい。 

 今回の補正予算案の歳入の方ですね、国庫支

出金ということで、重点支援地方交付金約４０

億円が充当されております。これ、もともと大

分県に交付された金額がいくらであったのかと

いうのと、その残りがいくらあるのか、それに

ついて２点伺います。 

日野財政課長 昨年度、国の方では予備費と、

年末の国の経済対策の補正予算で２回に分けて

本県に配分がございました。合わせて１６７億

円が本県に配分されております。このうち、昨

年度の補正予算と今年度の当初予算において、

１３１億円ほど既に活用させていただいており

ます。したがいまして、残高としては３６億円

余りになっているんですが、今年度当初予算で

計上しているのが７０億円ほどあるんですけれ

ども、例年、これまでの傾向を見ますと、やは

りどうしても不用が出てまいります。その分を

見込みまして、今回４０億円ほど使わせていた

だいている状況です。 

中野委員長 はい、分かりました。 

 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかに御質疑もないので、これよ

り採決いたします。 

 本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに、

御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本案のうち本
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委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定いたしました。 

 次に、第６５号議案行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法

律に基づく個人番号の利用等に関する条例の一

部改正について、執行部の説明を求めます。 

居石デジタル政策課長 第６５号議案を御説明

いたします。 

資料の１０ページを御覧ください。 

 いわゆるマイナンバー条例の改正ということ

でございます。今回の改正案につきましては、

いわゆるマイナンバー法の省令改正に伴ったも

のとなります。 

１番号利用条例の概要を御覧ください。マイ

ナンバー法では、マイナンバーを利用して、ほ

かの情報と連携して情報を読み出していく形で、

情報提供ネットワークシステムと連携する対象

となる行政手続が、例えば税や防災であったり

と定められているところでございます。 

その上で、地方公共団体におきましても、別

途、独自事務等を条例で定めることができまし

て、大分県では、県が独自に個人番号の利用や

庁内で情報を共有するといった対象事務が定め

られているところです。 

 続いて、２条例の改正内容です。今般の改正

の背景としましては、昨年度のいわゆる三党合

意に基づく教育無償化に向けた流れの中で、高

等学校等就学支援金の支給要件が見直され、所

得制限が撤廃されました。これに伴いまして、

これまでマイナンバー法で規定していた就学支

援金支給関係情報というものがあったのですけ

ど、その中から所得に関する情報がなくなりま

した。そのため、マイナンバーで連携して情報

を呼び出す必要がなくなったことに伴い、マイ

ナンバー法の規定からもそれが削除されたとい

うことになっております。 

 これに伴って、県の条例についても見直しを

行いました。具体的な改正内容としては、県庁

連携及び機関間連携によって、他部署や他機関

が所有する就学支援金支給関係情報が利用でき

るとしていたものについて、これが今般必要が

なくなったということで、これを削除させてい

ただきたいと考えております。 

概観としましては、国が示す行政手続の変更

に合わせて、必要のなくなったマイナンバーの

連携について整理をするものとお考えください。 

 最後に３施行期日ですが、公布の日としてい

ます。 

中野委員長 以上で、説明は終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 まず、委員の皆様から質疑はございませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 別に御質疑もないので、これより

採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、第６６号議案知事等の損害賠償責任の

一部免責に関する条例等の一部改正についてで

すが、本案については、関係する福祉保健生活

環境委員会及び商工観光労働企業委員会に合い

議をしていることを申し添えます。 

 それでは、執行部の説明を求めます。 

難波人事課長 第６６号議案知事等の損害賠償

責任の一部免責に関する条例等の一部改正につ

いて御説明いたします。 

 資料の１１ページを御覧ください。 

 まず、一番上の条例改正の概要についてです。

地方自治法及び地方自治法施行令の一部改正に

伴いまして、知事等の損害賠償責任の一部免責

に関する条例をはじめ四つの条例について引用

している規程の条ずれが生じるため、規定の整

備を行うものでございます。 

 次に、法改正の内容についてですが、各条例

で引用している地方自治法及び地方自治法施行

令の各規定の前に、地方税以外の公金の収納事

務について、これを地方税共同機構に担わせる

ことを可能とする規定、特定歳入等の収納に関

する条文が追加されたところでございます。そ
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の影響で、本県条例で引用している関係条文の

番号が改正されたというものでございます。 

 そのため、次の条例改正の内容にあるとおり、

①－④の四つの条例について規定の整備を行う

必要が生じたものでございまして、現行の各条

例における規定の内容自体は変更ございません。 

 最後に、施行期日につきましては、改正地方

自治法及び改正地方自治法施行令の施行日であ

る令和８年９月２４日としております。 

中野委員長 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。まず、委員の皆様

から質疑はございませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 別に御質疑もないので、これより

採決いたします。 

 なお、本案について、福祉保健生活環境委員

会及び商工観光労働企業委員会の回答は、全て

原案のとおり可決すべきとのことであります。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、第６７号議案大分県使用料及び手数料

条例の一部改正についてですが、本案について

は、関係する土木建築委員会に合い議をしてい

ることを申し添えます。 

 それでは、執行部の説明を求めます。 

日野財政課長 第６７号議案大分県使用料及び

手数料条例の一部改正について説明いたします。 

 資料の１２ページを御覧ください。 

 大洲総合運動公園使用料のうち、硬式野球場

の使用料の改正についてです。 

１現状・経緯等を御覧ください。大洲総合運

動公園の硬式野球場は、昭和５５年６月に供用

を開始し、その際、グラウンド等のほか、冷房

設備の使用料について本条例に規定いたしまし

た。 

 その後、県が実施した空調設備更新工事によ

り、平成１８年３月から暖房機能を新たに付加

したところですが、暖房設備の使用料に関する

規定を条例に追加しておりませんでした。 

 そうした中、昨年度に行われた財政的援助団

体等監査及び臨時監査の際、指定管理者である

ファビルス・プランニング大分共同事業体にお

いて、硬式野球場の暖房使用に関し、冷房設備

の規定に基づき使用料を徴収していたことが判

明し、指定管理者及び所管課である公園・生活

排水課が、適切な事務処理等の徹底について指

摘を受けたところでございます。 

 また、その下の表には、過去５年間の暖房設

備の利用状況をまとめていますが、こうしたこ

とも踏まえまして、資料の右側、２使用料改正

（案）になりますが、硬式野球場の冬季の利用

促進及びスポーツ振興を図るため、暖房料金に

ついても、冷房設備と同様、一時間を９２０円

とする使用料を規定するものです。 

施行日は、公布の日です。 

中野委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 まず、委員の皆様から質疑はございませんか。 

御手洗委員 これが分かればそんなことになっ

ていないと思うんですけど、平成１８年からす

ごい期間、誰も気が付かなかったということな

んでしょうか。 

日野財政課長 おっしゃるとおりでございます。 

御手洗委員 実際、監査も何回も入っているわ

けですよね。まあ、確かにこれを見たら冷と房

の間に暖が入るか入らないかだけなんで。はい、

分かりました。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などあり

ませんか。 

猿渡委員外議員 この件を教訓として、同じよ

うなことが起きないように、ほかにもこういう

例がないのかとかいうふうなことをチェックし

ているのか、今後に向けて、こういう事例が出

ないようにどうしていくのかお聞かせください。 

日野財政課長 まず、今回こうした事例が出て

まいりましたので、私どもの方で全庁でこうい
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ったものがないか確認をいたしました。結果と

して、ないということで報告を受けております。 

 また、今後につきましては、やはり設備更新

等が行われた際には、必ず条例の規定に遡って

追加の必要があるかないかを判断するよう徹底

するとともに、指定管理施設の場合は特になん

ですけれども、年度当初と秋口くらいをめどに、

指定管理者と行政側とで研修会を開催して、定

期的にそういったことをちゃんとやるように今

後やっていきたいということで、土木建築部と

今話をしております。（「お願いします」と言

う者あり） 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかに御質疑もないので、これよ

り採決いたします。 

 なお、本案について、土木建築委員会の回答

は、原案のとおり可決すべきとのことでありま

す。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、第６８号議案大分県宿泊税条例の制定

についてですが、本案については、関係する商

工観光労働企業委員会に合い議をしていること

を申し添えます。 

 それでは、執行部の説明を求めます。 

阿部税務課長 資料１３ページを御覧ください。 

 第６８号議案大分県宿泊税条例の制定につい

て御説明いたします。大分県宿泊税については、

大分県観光振興財源検討会議の報告を受け、パ

ブリックコメントや宿泊事業者意見交換会を踏

まえ、制度の詳細を検討してまいりましたが、

本定例会に条例案を提出しておりますので、そ

の内容について御説明いたします。 

 まず、１制定理由についてです。持続可能な

観光地域づくりを目指し、地域資源の魅力向上、

旅行者の受入環境の充実、戦略的な誘客と県民

生活の質の確保との両立、その他の観光の振興

を図る施策に要する費用に充てるため、宿泊税

を導入するものでございます。 

 次に、２大分県宿泊税の仕組みについて御説

明いたします。 

（１）納税義務者等につきましては、納税義

務者は宿泊者とし、課税客体は県内の旅館・ホ

テル、簡易宿所や民泊施設といった宿泊施設へ

の宿泊行為に対して課税するものとします。 

（２）税率につきましては、１人１泊当たり

の素泊まり宿泊料金に応じて、段階的に課税す

ることとし、５千円未満が１００円、５千円以

上２万円未満が２００円、２万円以上１０万円

未満が５００円、１０万円以上を２千円としま

す。 

（３）徴収の方法につきましては、宿泊施設

の経営者を特別徴収義務者とし、当該特別徴収

義務者が宿泊者から税を徴収し、県に納入する

特別徴収とします。原則、毎月末日までに前月

分の税を申告納入することとしています。 

（４）課税免除については、学校教育法第１

条に規定する学校が実施する修学旅行等や、児

童福祉法に規定する保育所等が実施する宿泊を

伴う行事を対象とします。 

（５）市町村への交付金については、税収か

ら災害等への対応のための積立て、賦課徴収費

用を除いた額の７割を交付金として市町村へ交

付することとしています。 

 次に、資料右側の３大分県宿泊税条例の概要

について御説明いたします。 

 本条例は、全２１条の構成となっております。

まず、第１条から第５条では、さきほど御説明

した宿泊税の基本事項や徴収方法を規定してい

ます。第６条以降は、特別徴収義務者や申告納

入などの税の手続について規定しています。第

１６条から第２１条では、賦課徴収の準用など

について規定していますが、第１６条において、

賦課徴収については大分県税事務所長に委任す

ることとしております。附則につきましては、

施行等に関する事項を定めており、本条例の施

行後３年をめどとして、検討と必要に応じた条

例制定後の見直しについて規定しています。 

 最後に、４施行期日については、地方税法第

７３１条第２項の規定による総務大臣の同意を
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得た日から起算して１年を超えない範囲におい

て規則で定める日としております。 

 なお、条例案の骨子につきましては、資料の

１４ページ以降に添付しておりますので、お時

間のある際に御確認いただければと思います。 

中野委員長 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。まず、委員の皆様

から質疑はございませんか。 

高橋委員 前にも聞いたと思うんですが、いわ

ゆる脱税と言ったら悪いんですけれども、要す

るに宿泊者がいるのに帳簿に付けないとか、い

ろんなことをして税逃れをするという、それに

対しての対応は、罰則等を書いているみたいで

すけれども、その辺の確認等はどうするのか。 

阿部税務課長 基本的には申告税目になってお

りますので、まず、それを基に納入していただ

くことになるんですけれども、県税事務所で各

特別徴収義務者の方の調査を行いまして、実際

の申告額と帳簿に記載されているものが一致す

るか確認を行って、税の逃れがないかとかいう

ことを確認させていただきます。 

高橋委員 はい、分かりました。特に団体でわ

っと来たりとか、そうすると人数をうまいこと

調整をするじゃないですけれども、そういうと

ころに対する今後の対応の仕方ですね。 

これからいろいろ課題も出てくると思います

ので、そういう検討もよろしくお願いします。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は質疑などありま

せんか。 

猿渡委員外議員 昨日、商工観光労働企業委員

会で質疑したときに、今言われたように、申告

していただくという話だったんですけれども、

特に簡易宿所ですね。民泊とか、カプセルホテ

ルとか、ゲストハウスとかをきちんと把握でき

ているのか。そういう議論になったときに、太

田副委員長が、宿帳がないところもあるのでか

なり難しいと思うとおっしゃいました。今、そ

の帳簿を確認してということを言われたんです

が、宿帳がないところもあるというお話の中で、

その辺、かなり難しいんじゃないかと思うんで

すが、どのように対応していくのか。 

 それと、事後に支払いをするという点で、今、

旅行代金は事前にカード払いを済ませているケ

ースが多くて、税は、後からチェックアウトの

ときに現地決済で行うという点での難しさ。人

と全く会わずにスマホでやり取りして、自分で

鍵を開けてみたいなパターンのところも今あり

ますので、その辺どうなのかということを昨日

もちょっと聞いたんですけれども、やはり難し

い面があるんじゃないかと思うんですね。 

そのあたり、どう対応していくのかも、ちょ

っとお願いいたします。 

河室観光政策課長 宿泊者の把握ができていな

いところがあるのではないかという最初の御質

疑についてなんですけれども、基本的に旅館業

法等では、宿泊者名簿を備えておくことが義務

付けられておりますので、そういった意味で、

きちんとしていただくものと考えております。 

阿部税務課長 今言ったとおりなんですけれど

も、基本的には旅館業法、若しくは民泊業法で、

宿泊者の名簿を作るということはしっかり規定

にございますので、まず、それは法令を守って

いただかないといけないという認識の下でござ

います。 

 それと、さきほど罰則でもありましたとおり、

宿泊税法上の罰則でも、きちんとそういう帳簿

をつけていないところに対する罰則規定もあり

ますので、そういったものを活用しながら、し

っかりと適正に運用されるように努めてまいり

たいと思っております。（「チェックアウト時

の問題は」と言う者あり）実際、チェックアウ

ト時の問題というのは、スマホで予約をされる

ということに対する…… 

猿渡委員外議員 もう全く、チェックインのと

きにもチェックアウトのときにも、宿泊事業者

と対面しないで入れるケースというのができて

いますよね、そういうシステムが。そういうパ

ターンの宿泊もあるので、そういう際、どうや

って徴収するんですかと。対面して支払って帰

ればいいけれども、そうでない場合もあります

よね。 

河室観光政策課長 先行している自治体の例も
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聞いておりますけれども、例えば宿泊施設が自

分のところのＷｅｂサイトの中で予約を受け付

けて決済するようなケースの場合ですと、その

中で宿泊税も乗せたような形で決済している事

例があったりとか、あるいはＯＴＡ（Ｏｎｌｉ

ｎｅ Ｔｒａｖｅｌ Ａｇｅｎｔ）の方に宿泊

税を乗せて払ったりするケースもあると聞いて

おりますので、それが全てではないんですけれ

ども、そういうふうにオンライン上で決済をす

る事例もあると聞いております。 

猿渡委員外議員 税は現地決済が基本だという

認識なんですけれども、今おっしゃったのは、

旅行代金を払うときに、事前に一緒に税金も払

うことで可能だという。それは可能なんですか。 

阿部税務課長 事前にＯＴＡとかを通じて、旅

行業者、代理店を通じてまとめてお支払いする

ことも可能でございます。（「分かりました」

と言う者あり） 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかに御質疑もないので、これよ

り採決いたします。 

 なお、本案について、商工観光労働企業委員

会の回答は、原案のとおり可決すべきとのこと

であります。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本案は原案の

とおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、第６９号議案大分県税条例等の一部改

正について、執行部の説明を求めます。 

阿部税務課長 資料１８ページを御覧ください。 

 第６９号議案大分県税条例等の一部改正につ

いて御説明いたします。 

 １改正理由にありますとおり、地方税法等の

一部を改正する法律が本年３月３１日に公布さ

れたことに伴い、大分県税条例等の一部を改正

するものです。 

 ２主な改正内容について御説明します。 

（１）ふるさと納税の見直しでございます。

これは、ふるさと納税で受けられる寄附金税額

控除が、所得が高い人ほど控除額が大きくなる

構造となっていることを踏まえ、住民税特例分

の控除額について、現在、個人県民税所得割の

２割としている上限を、個人県民税所得割の２

割と、給与収入１億円相当の控除額である７７

万２千円のいずれか低い額とする定額の上限に

見直すものでございます。 

 次に、（２）特定暗号資産取引に係る課税の

見直しでございます。ビットコインなどの暗号

資産が、決済手段から投資対象にその性質を大

きく変化させている状況を踏まえまして、特定

暗号資産を譲渡した場合の所得について、給与

所得など他の収入と合わせた税率４％の総合課

税から、株式譲渡所得などの有価証券取引から

生じる所得と同様の税率２％とする申告分離課

税を導入するものです。 

 次に、（３）その他でございますが、個人県

民税で講じている税負担軽減措置の適用期限の

延長及び引用条項の改正等に伴う規定の整備を

行うものです。 

 ３施行期日については、２（１）及び（３）

は令和９年１月１日、２（２）は金融商品取引

法及び資金決済に関する法律の一部を改正する

法律の施行の日の属する年の翌々年の１月１日

としております。 

中野委員長 以上で、説明は終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 まず、委員の皆様から質疑はございませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 別に御質疑もないので、これより

採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、第７０号議案大分県税特別措置条例の

一部改正について、執行部の説明を求めます。 

阿部税務課長 資料１９ページを御覧ください。 



- 8 - 

 第７０号議案大分県税特別措置条例の一部改

正について、御説明いたします。 

 １改正理由にありますとおり、減収補填制度

が適用される場合を規定している省令の一部改

正に伴い、大分県税特別措置条例の一部を改正

するものです。 

 ２主な改正内容について御説明します。地域

再生法の規定に基づき、本社機能の移転・拡充

を行う事業者に対して実施している県税の課税

免除又は不均一課税について、その適用期限の

延長等を行うもので、（１）にありますとおり、

課税免除等の適用のために必要となる整備計画

の認定期限を、令和１０年３月３１日まで２年

延長するものです。 

 このほか（２）その他にありますとおり、引

用条項の改正に伴い、規定の整備を行うことと

しております。 

 ３施行期日については公布の日とし、本年４

月１日に遡及適用することとしております。 

中野委員長 以上で、説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 まず、委員の皆様から質疑はございませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は質疑などありま

せんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 別に御質疑もないので、これより

採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、第２号報告大分県税条例等の一部改正

について、執行部の説明を求めます。 

阿部税務課長 資料２０ページを御覧ください。 

 第２号報告大分県税条例等の一部改正につい

て御説明いたします。 

 １改正理由にありますとおり、地方税法等の

一部を改正する法律が可決成立し、本年３月３

１日に公布されたところですが、当該法律中、

本年４月１日から施行される規定があることか

ら、専決処分により、当該規定に関係する大分

県税条例等の一部を改正しましたので、報告す

るものです。 

 ２主な改正内容について、御説明します。 

（１）自動車税関係の改正につきましては、

アにありますとおり、自動車税の環境性能割を

廃止するものです。次に、イにありますとおり、

自動車税環境性能割の廃止に伴い、現行の自動

車税種別割を自動車税に名称変更するものです。 

（２）軽油引取税の当分の間税率の廃止につ

きましては、１７．１円を上乗せし、１リット

ル当たり３２．１円としていた当分の間税率に

ついて廃止するものです。廃止後は、本則税率

となり、１リットル当たり１５円となります。 

（３）その他につきましては、個人県民税、

不動産取得税及び自動車税で講じている、税負

担軽減措置の適用期限の延長及び引用条項の改

正等に伴う規定の整備を行うものです。 

 ３施行期日は、令和８年４月１日としていま

す。 

中野委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 まず、委員の皆様から質疑はございませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 別に御質疑もないので、これより

採決いたします。 

 本報告は、承認すべきものと決することに、

御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本報告は承認

すべきものと決定いたしました。 

 以上で、付託案件の審査を終わります。 

 次に、付託外案件の審査に入ります。 

 議長から回付されている陳情１件について、

執行部の意見を求めます。 

安部学事・私学振興課長 説明資料２１ページ

を御覧ください。 

 本陳情は、高等学校における平和教育及び修

学旅行・校外学習について、特定の見解に偏ら
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ないよう、政治的中立性、適正性、安全性の確

保に向けた確認と実態把握を求めるものです。 

 学校における校外活動の安全確保の徹底等に

つきましては、本年４月の文部科学省通知を県

内全ての私立学校に発出しまして、学校保健安

全法に基づき各学校に作成が義務付けられてお

ります危機管理マニュアルの点検・改定を含め

た安全確保の徹底のほか、児童生徒及び保護者

に対する十分な説明を含めた旅行・集団宿泊的

行事における留意点を改めて伝達することで、

校外活動の安全確保や、適切な教育活動の実施

について、改めて確認を求めたところでござい

ます。 

 なお、修学旅行や平和学習につきましては、

これまで記録の確認は行っていませんが、児童

生徒や保護者、教職員等から、政治的中立性や

安全確保についての懸念の声でありますとか、

そういった事実はございません。 

私立学校法や教育基本法において、私立学校

はその自主性を重んじることとされていること

から、このことについての調査の予定はござい

ませんが、今後、もし懸念が残る事例に係る情

報がこちらに入りましたら、私立学校法に基づ

く立入検査等で適宜対応していきたいと考えて

おります。 

中野委員長 以上で説明は終わりました。 

 この陳情について、委員の皆様から御質疑、

御意見等はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、御質疑等はあ

りませんか。 

猿渡委員外議員 質疑ではなくて、意見なんで

すけれども、安全性を確保するということはも

う当然のことで、大事な問題です。そこは、本

当に命を守るという点で重視しなければならな

いことです。 

 しかし、それと、今回、辺野古沖でのボート

での事故を受けて、文部科学省の対応について

私はちょっと疑問があります。特定の政党支持

を呼び掛けるものでもありませんし、いろいろ

な立場の意見や考え方を学習していくことは、

有権者としての公教育として大事だと私は考え

ています。意見です。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と言う者あり） 

中野委員長 ほかに質疑もないようなので、以

上で付託外案件の審査を終わります。 

 次に、県内所管事務調査のまとめを行います。 

 執行部の説明を求めます。 

渡部行政企画課長 資料の２２ページをお願い

いたします。 

 県内所管事務調査につきましては、中野委員

長をはじめ委員の皆様方に、振興局や県税事務

所をはじめ、また、施策を展開する現地に足を

運んでいただきまして、延べ６日間にわたる調

査をしていただき、ありがとうございました。 

 その中で、人口減少などを背景とした市町村

との連携や支援の在り方、また県税事務所のキ

ャッシュレス収納や収入未済への対応など、

様々な御意見をいただいたところでございます。 

 冒頭、若林部長も申し上げましたが、いただ

いた御意見で対応が必要なものにつきましては、

本庁各課と連携しまして、地方機関とともに対

応していきたいと考えておりますので、引き続

きの御指導をよろしくお願いいたします。 

中野委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。まず、委員の皆様

から、質疑はございませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ５月１１日に始まった県内所管事

務調査ですけども、総務部関係の皆様には大変

お世話になりました。ありがとうございました。 

 では、別に御質疑もないようですので、これ

で県内所管事務調査のまとめを終わります。 

 この際、ほかに何かありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 私の方からちょっと１点、よろし

いでしょうか。 

 先日、清田議員の一般質問がありました。持

続可能な県政運営についてという項目の中で、

県たばこ税について質問をされておりました。
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令和６年度の決算額として１３億円を超える歳

入があるということで、非常に大きな財源であ

ると思います。 

今、職員の喫煙環境についてどのようになっ

ているのかについて、お尋ねしたいと思います。 

難波人事課長 今、お尋ねのありました職員の

喫煙環境についてでございます。 

 まず初めに、法律上のお話からさせていただ

きますと、いわゆる健康増進法におきまして、

令和元年の７月から、行政機関の庁舎におきま

しては、原則、敷地内禁煙ということになって

ございます。 

 ただ、本県でも、職員の中でも１割弱、喫煙

者の方もいます。そういった実情も踏まえまし

て、健康増進法の敷地内禁煙の例外としまして、

特定喫煙場所というところでは吸ってもよいと

いう規定がございます。 

 具体的には、きちんと喫煙場所として区画を

されていることと、そこが喫煙場所であるとい

うことが明示されていること、そして、外部の

方をはじめ一般の施設の利用者の方が立入りに

くい場所であること、こういう要件を満たした

ところであれば、例外的に敷地内であっても喫

煙場所として設置しても良いことになっていま

す。 

 県庁舎本館、新館と別館、それぞれに１か所

ずつ、屋上にはなるんですけれども喫煙場所を

設置しておりまして、職員にはそちらの方で喫

煙をお願いしている状況でございます。 

 また、新館のそばにも１か所喫煙場所があり

ますけれども、そちらの方は来庁者向けの喫煙

場所ということで、職員向けの喫煙場所とは別

に設置させていただいていると、そのようなこ

とで分煙をやっている状況でございます。 

中野委員長 説明ありがとうございました。 

 今、新館の方が来庁者向けの喫煙場所という

ことでお話がございましたけれども、職員の方

がそこで喫煙をするのも見られて、ちょっと情

報が入ったということで、こういった話をさせ

てもらったんですけれども、やっぱり働きやす

い環境整備とか職員の福利厚生の面から、きち

んと分煙環境を整えるということについても、

しっかり取り組んでいただきたいと思います。 

今日、森委員がいらっしゃいますけれども、

３年前、文教警察委員会で一緒にさせていただ

いて、各警察署の分煙関係について取り組むよ

うに指摘をされたこともございました。 

総務省自治税務局長通知も発出されておるよ

うでして、この旨についてしっかり取り組んで

いただきたいと思っております。よろしくお願

いいたします。 

 ほかにありませんか。 

猿渡委員外議員 １点すみません。職員の働く

環境なんですけれども、今、５月でも非常に暑

くなりまして、３０度を超える日があったりし

ますが、冷房は何月から何月まで使用している

んでしょうか。 

難波人事課長 基本的には６月以降ということ

にはなっておりまして、今でも温度等が高めの

日を中心に、大体２０何度だったかな、具体的

な温度は、所管が会計管理局の方になるんで、

すみませんちょっと覚えていないんですけれど

も、今、日中は大体運転している日が多い状況

です。 

それ以前でも、ちょっと気温が高い、湿度が

高いとかいうことで、不快指数が高めになって

いるときには、時折、期間外ではあっても柔軟

に運転をしたりというようなこともやって、し

っかり熱中症とか、そういったことにならない

ように、対応をしているというところでござい

ます。 

猿渡委員外議員 秋は１０月までですか。 

 いいんですけれども、だから、期間外であっ

ても、柔軟にやっぱり働く環境を整えていただ

きたいと思います。 

 管理する委託業者の期間が長くなると、経費

もかさんだり、今、いろいろな物資も値上がり

していますので、これ、ちょっと担当する所属

が違うかと思うんですけれども、やはり管理に

支障を来さないような委託の仕方、経費などに

ついても見直す時期に来ているんじゃないかと

思いますので、この辺も含めて関係の担当と連

携してお願いします。 

中野委員長 意見ということでよろしいですか
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ね。（「はい」と言う者あり） 

 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかにないので、これをもちまし

て、総務部関係の審査を終わります。 

 執行部はお疲れ様でした。 

 ここで、暫時、休憩します。 

午後２時４２分休憩 

―――――――――― 
午後２時４７分再開 

中野委員長 これより、企画振興部関係の審査

に入ります。 

 なお、本日は嶋委員が欠席です。また、本日

は、委員外議員として猿渡議員、穴見議員に出

席いただいております。 

 初めに、本日審査いただく案件について、上

城企画振興部長から概括的な説明をいただきま

す。 

上城企画振興部長 中野委員長をはじめ、委員

の皆様におかれては、日頃から格別の御高配を

いただいて、誠にありがとうございます。 

冒頭、私の方から概括的に説明をさせていた

だきます。 

今回、付託案件が一つございまして、第７１

号議案美術品の取得については、国指定重要文

化財ということで、Ａ氏所有の歳寒三友雙鶴図

（さいかんさんゆうそうかくず）というものに

ついて、この取得に係る審査をお願いするもの

です。 

 次に、５月１１日から２９日にかけて実施さ

れた県内所管事務調査では、地域未来創造総合

補助金等を使って支援をしました日田ブループ

リント会議や、中津市の北部校区青少年健全育

成協議会など、多くの団体・施設等の取組を調

査していただき、貴重な御意見・御指導をいた

だきました。 

今日は、その中から、地域の芸術文化の次世

代への継承ということで、由布市のＮＰО法人

アートストックの取組と絡めて、大分県文化創

造戦略、あるいはその位置付けなどについて、

後ほど詳しく説明させていただきます。 

 それと、諸般の報告として、一つはハーモニ

ーランドエンタメリゾート化への支援の今の状

況と、国際自転車ロードレースのツール・ド・

九州の今年度の取組、ホーバークラフトの現時

点での取組状況、最後に、おおいた地域交通ビ

ジョン２０２６の素案、以上４件について御報

告をさせていただきます。 

 詳細につきましては、それぞれ担当課長の方

から説明しますので、よろしくお願いします。 

中野委員長 それでは、議案審査に入ります。 

 まず、第７１号議案美術品の取得について、

執行部の説明を求めます。 

角渕芸術文化振興課長 それでは、資料２ペー

ジを御覧ください。 

 第７１号議案美術品の取得について御説明し

ます。今回、取得予定の美術品は、本県出身の

南画家、田能村竹田が、天保２年（１８３１年）

に制作した歳寒三友雙鶴図１点です。竹田の晩

年期の花鳥画として唯一の国指定重要文化財で

あり、取得予定金額は１億８００万円です。 

 この作品は、平成７年に当時の芸術会館に寄

託されて以降、竹田を代表する作品の一つとし

て、長年にわたり購入候補に位置付けられてき

たものです。 

 この度、作品を相続されたＡ氏から県に売却

の打診があり、郷土の宝である本作品の県外流

出を確実に防ぐべく、作品取得の適否を審査す

る収集委員会、適正な購入価格を審査する評価

委員会を経て、取得議案を提出したところです。 

 取得についての考え方としては、主に３点ご

ざいます。 

 第１に、本県が所有することで、寄託に伴う

制約を受けることなく、美術館の判断のもと、

コレクション展等の目玉作品として、積極的に

活用できることです。 

 第２に、重要文化財を所蔵することで、県立

美術館の社会的評価が高まり、他館から貴重な

作品を借りやすくなるなど、展覧会全体の質が

向上することです。 

 第３に、全国的に人気の高い田能村竹田作品

を中心とした他館との交流展や巡回展の実施が

可能となり、本県文化の魅力を県内外へ広く発

信できることです。 
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 なお、本作品の取得財源については、大分県

美術品取得基金を活用したいと考えております。 

中野委員長 以上で、説明は終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 まず、委員の皆様から質疑はございませんか。 

高橋委員 別に異議があるわけではないんです

が、この取得予定金額ですね、田能村竹田とい

う有名な画家の人の年季が入った作品というか。

どういう基準でこういうのが決まっていくのか

なという。いつもそういうのがよく分からない

んですが。 

角渕芸術文化振興課長 この取得の金額の決め

方ですけれども、金額を判断する評価委員会と

いうのを設置しておりまして、公立の美術館の

学芸課長だとか、元大学教授、画廊関係者ら８

名で構成されております。 

その方々に適正な金額を判断していただいて、

今回については４名の委員の平均額で定めてお

ります。それを基に所有者と交渉しているとい

うところでございます。 

高橋委員 分かりました。平均ということは、

高く評価する人もいれば、ちょっと低めの人も

いて、その真ん中を取っているということです

ね。それが、この１億何ぼということ、分かり

ました。 

中野委員長 よろしいですか。（「はい」と言

う者あり） 

 ほかにありませんか。 

今吉副委員長 この取得している方は大分県に

いるんですか。 

角渕芸術文化振興課長 議案にも書かせていた

だいておりますけれども、住所は愛知県でござ

います。 

今吉副委員長 そうすると、県はもうその作品

を預かっていたんですかね。 

角渕芸術文化振興課長 平成７年に寄託を受け

ておりまして、ずっと県としては預かっており

ました。今回、所有者が売却したいという意向

でございましたので、購入することに至ったと

ころでございます。 

今吉副委員長 この人はいくらで買ったんやろ

うか。 

角渕芸術文化振興課長 この方が購入した金額

については把握しておりませんけれども、もと

もとこの方のおじいさんが有名なコレクターで、

県の方に１００点以上の作品をいただいており

まして、今回、相続した１点を購入するという

ことに至ったということでございます。（「分

かりました」と言う者あり） 

三浦委員 ちょっと基本的な質疑。美術館に作

品を預けているわけですよね。この間は、預か

っている方からお金をもらうとかしてるんです

か。 

角渕芸術文化振興課長 預かり料とかは頂いて

おりません。こちらとしては、預かったものを

今度コレクション展等で展覧会に出せますので、

お互いにウィン・ウィンということで、預かり

料とかは徴収しておりません。 

三浦委員 そこはただということね。出すとき

もただだけれども、預かりもお金もらわんとい

うこと。日本画の維持管理、難しいけんですね。

預けたらただやったら、それの方がかえってい

いぐらいやからと思ったけれども。 

分かりました。ありがとうございます。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 私から１点だけ質疑をさせてくだ

さい。今回の取得の財源が、大分県美術品取得

基金ということでございますけれども、この基

金の現在の残高がどれぐらいあるのか、もし分

かれば教えていただきたいと思います。 

角渕芸術文化振興課長 この基金の残高ですけ

れども、令和７年度末で４億８，２２６万円で

ございます。 

 この基金は、現金部分と美術品部分、二つの

種類で構成されております。ちなみに、昨年の

３月の補正予算の際に、基金が持っている美術

品を１億２千万円分、一般会計に買戻しをしま

して、現金の残高を２億２，８７２万円とした

ところでございます。 

 今回、１億８００万円で承認をいただけまし

たら、現金部分が１億８００万円減って、残高

が１億２，０７２万円、それ相当額の美術品が

増えて、残高自体は令和７年度末と変わらず４



- 13 - 

億８，２２６万円ということになります。 

中野委員長 ありがとうございました。 

 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などあり

ませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかに御質疑もないので、これよ

り採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、本案は、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、付託案件の審査を終わります。 

 次に、県内所管事務調査のまとめを行います。

執行部の説明を求めます。 

角渕芸術文化振興課長 資料３ページをお開き

ください。 

 地域の芸術文化の次世代への継承について説

明いたします。本県におきましては、地域の芸

術文化を継承することは、活力ある地域社会の

形成に不可欠であり、文化の香り高いふるさと

大分を創造する上での重要な柱として、様々な

施策を展開しております。 

 昨年度に改訂した大分県文化創造戦略では、

四つの重点戦略を掲げ、各種事業を推進してい

るところです。具体的な取組として、上段に掲

げておりますが、一つ目の鑑賞機会の充実では、

県立美術館での多彩な展覧会や総合文化センタ

ーでの講演などを開催しており、二つ目の芸術

文化活動への支援では、芸術文化団体等による

創作発表など、多様な活動を支援しております。

三つ目の芸術文化の担い手育成では、こどもた

ちを県立美術館や総合文化センターへ招待する

事業を実施しており、四つ目の他分野連携と地

域活性化では、福祉施設でのアートの活用や、

総合補助金を活用した地域文化資源の保存・活

用に向けた取組への支援を行っております。 

 この度の県内所管事務調査で御視察いただき

ましたＮＰＯ法人由布院アートストックの取組

は、この四つの重点戦略全てに通じるものでご

ざいまして、地域における芸術文化を次世代へ

継承していく優れた事例の一つであります。 

 御案内のとおり、東勝吉氏は、長く木こりを

生業とされ、７８歳で老人ホームに入所された

後、８３歳から本格的に絵筆を握りました。９

９歳で永眠するまでに遺された１００点余りの

水彩画は、山での経験から生み出された独特の

感性と色使いが特徴であり、東京都美術館や岡

山県芸術祭などでも取り上げられ、高い評価を

得ております。 

 地元由布市では、由布院アートストックが、

東氏の足跡にちなみ、応募資格を８３歳以上に

限定した東勝吉賞公募展、陽はまた昇るを平成

２３年から隔年で開催しており、昨年度の第８

回公募展では、国外からも応募がありました。

こうした地域の芸術に光を当てるべく、県立美

術館では、由布市との共催で、８月３１日まで

の間、過去最大規模となる６５点もの作品を特

集展示しております。 

また、この展覧会に併せまして、県の総合補

助金を活用して、由布院の小中学生を招待する

鑑賞会を実施しており、昨日は、由布院小学校

の６年生６０名を対象に、学芸員による作品解

説や対話型鑑賞を行い、こどもたちの豊かな感

性を育み、芸術文化への関心を高める機会を提

供したところです。 

 県といたしましては、こうした取組を通じて、

本県の豊かな芸術文化を次世代へと継承してま

いります。 

中野委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 まず、委員の皆様から質疑はございませんか。 

高橋委員 地域の芸術文化の継承ということで、

とてもすばらしいことだと思いますし、作品も

じかに見せてもらいましたけれども、非常に芸

術的な価値も高いんじゃないかなと思われる、

すばらしい作品ばかりでした。 

 最後の小中学生対象の鑑賞会、主に地元とい

うことで、由布市の小中学校だと思うんですが、

何かの機会にこれを広げていくような予定とか、

今後のことになると思うんですが、今回、どの

程度の評判があるかにも関わってくると思うん
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ですけれども、何かそういう予定はありますか。 

角渕芸術文化振興課長 まず、全体的なお話と

して、小中学生はこの展覧会は無料で鑑賞して

いただけます。 

 それから、美術館の方から各市町村の教育委

員会に、東勝吉展をやっていることを周知して

いる状況でございます。 

中野委員長 よろしいですか。（「はい」と言

う者あり） 

 ほかにありませんか。 

今吉副委員長 小中学生は、由布院以外からも

来ていいのでしょうか。そこはどうなんですか。 

角渕芸術文化振興課長 由布院以外の方も、見

ていただく分には小中学生は無料で見ていただ

けます。ただ、今回のような学芸員による対話

型鑑賞というところは、ちょっとそこまでは対

応できていないという状況です。（「分かりま

した」と言う者あり） 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員から質疑などはありま

せんか。 

猿渡委員外議員 アルゲリッチハウスが県立に

なり、週１回のフィルムコンサートもするとい

うことで、また、伊藤京子先生がピノキオコン

サートをずっとやって各地を巡っていらっしゃ

って、人間性を育てるという点で非常に努力を

していただいているし、今後、さらに期待して

いるところです。 

 そういう中で、野上弥生子さんがアルプスの

少女ハイジの物語を日本で初めて日本語に翻訳

された方だということで、その点が余り広く知

られていないと思うんです。こどもたちも野上

弥生子さんに親しみを持って読むきっかけにな

るんではないかなという思いもあります。 

今後、何かの機会にそういうことを広げてい

くとか、赤毛のアンのプリンスエドワード島と

大分県との連携がありますけれども、モンゴメ

リの作品と、野上弥生子さんの作品は非常に共

通するものがあると私は思っています。 

そういう面でも、何かいかせないかなという

思いがあるんですね。今後、是非、そういうこ

とを含めて考えていただけると有り難いなと思

いますが、何かありますでしょうか。 

角渕芸術文化振興課長 アルゲリッチハウスで

の活動ということでよろしいでしょうか。 

猿渡委員外議員 いや、野上弥生子さんの関係

で。 

上城企画振興部長 すみません、ありがとうご

ざいます。もちろん、野上弥生子さんは本県が

誇る先達であります。さきほど言われた赤毛の

アンに関しては、昨年、プリンスエドワードア

イランド州のロブ・ランツ首相が玖珠町までい

らしたということで、いろんな縁を通じて、大

分県の持っている文化だとか、そういう郷土の

先達をこどもたちに広く伝えるチャレンジをず

っと続けていきたいと思います。 

 今、猿渡委員外議員がおっしゃったことも含

めて、いろんな機会を捉えてやっていきたいと

思っていますので、是非、応援をいただければ

と思います。（「ありがとうございます」と言

う者あり） 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかに御質疑もありませんので、

これで県内調査のまとめを終わります。企画振

興部の皆さんにおかれては、５月１１日からの

県内所管事務調査で大変お世話になりました。

ありがとうございました。 

 次に、執行部から報告の申出がありますので、

これを許します。 

 まず、①の説明をお願いします。 

十部政策企画課長 ハーモニーランドエンタメ

リゾート化の支援について御報告いたします。 

 資料４ページをお開きください。 

 県では、ハーモニーランドのエンタメリゾー

ト化を支援するため、県庁関係部局、日出町、

杵築市で構成する支援プロジェクトチームを設

置しております。 

 ２対応分野②交通対策を御覧ください。 

 現在、ハーモニーランド周辺の渋滞対策につ

いて検討しております。渋滞の主な要因として

は、開園前後の来園者が集中することによる入

場待ち車両の滞留や、繁忙期における駐車場の
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満車によるものと認識しております。 

 まず、入場待ち車両の滞留対策でございます。

これまでは、係員による手作業での駐車券の発

券を行ってきましたが、入場ゲートにおいて、

車のナンバープレートをカメラで読み取る機械

を導入しまして、駐車券を受け取ることなく入

場できる仕組みに変更する予定でございます。

今回の改修工事は、県営都市公園利用者の利便

性向上のため、サンリオエンターテイメントが

公園の指定管理者として実施するものですが、

国道１０号線の渋滞緩和にも資する公共性の高

い施策として期待できるものです。そのため、

今回の補正予算案で御審査をお願いしておりま

す。 

 次に、繁忙期における駐車場の確保対策です。

現在、杵築市、日出町、ハーモニーランド、県

東部振興局が連携し、ＪＲ杵築駅の隣接地等を

駐車場用地として確保できるよう調整している

ところでございます。 

 資料下段の３当面の取組を御覧ください。先

週金曜日の県議会政策勉強会においても、小巻

社長から御説明がありましたが、今月１５日に

サンリオエンターテイメントから新規開発エリ

アの土地取得や、県産県消プロジェクトの新た

な計画など、エンタメリゾート構想に関する進

捗が発表されました。 

県といたしましては、引き続きリゾート構想

の進捗を注視するとともに、日出町、杵築市と

も連携しながら、必要な方策について検討を進

めてまいります。 

中野委員長 ただいまの報告について、質疑な

どはありませんか。 

今吉副委員長 この前、小巻社長から説明を受

けたんですけれども、もう土地を全部取得し終

わったんですか。 

十部政策企画課長 土地については、我々も正

直、まだ聞いておりません。隣接地というふう

に説明を受けているのみでして、すみません、

詳細は把握しておりません。 

今吉副委員長 それをサンリオエンターテイメ

ント社が全部買うわけでしょう。買って、全部

また新たなホテルを造るとか、また再度の発表

があるんでしょうかね。 

十部政策企画課長 恐らくサンリオエンターテ

インメント側で、今後、発表等もあるかとは思

いますが、現時点ではまだ我々もつかんでいな

い状況でございます。 

高橋委員 交通渋滞の問題で、入場ゲートのナ

ンバー読み取り式で、駐車券は不要ということ

なんですけれども、そういうところが全国各地

で増えているのかどうか。 

それから、課題とか問題点はないかですね。

ナンバー読み取り方式による不正とか、あるい

はナンバーが読み取れずに、出るときに今度は

困ると。入ったはいいけれども、出れないとい

うような事態が起きないのかどうか。 

それから、入場ゲートが１か所ということで、

結局、そこに車が集中するわけで、やるんなら

何箇所かに分けて、ここが駄目ならこっちから

入れるよっていうふうにしないと、多分、結局

は若干スピードが速くなっただけで、わっとつ

ながるような気がしてならないのですけれども。 

それから、臨時駐車場の確保ということで、

平日に人が来ないときの駐車場の管理とか費用

とか、そんなものはどういうふうに考えている

のか、４点。 

十部政策企画課長 まず、読み取り式の駐車場

ということで、結構全国的にも大きなショッピ

ングモールとか、県庁のそばの駐車場も実はそ

ういうのも今出てきておりますので、かなり全

国的には増えてきていると認識をしております。 

 詳細については、土木建築部で所管しており

ますので、土木建築部の所管事項にはなるんで

すけれども、まず、入場するゲートのところは

基本的にバーとかもありません。普通に時速２

０キロメートル程度で入場していただいて、そ

こでカメラでナンバーを読み取るということで

すので、かなりスムーズに入っていけるという

ふうに我々としては思っております。 

 出るときですけれども、事前の精算機を、い

わゆる駐車場の出口以外のところにもいくつか

配置をする予定でして、そこに自分の車両のナ

ンバーを入れれば、それで、ある程度カメラで

特定して、車両が認識されます。 
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 もし、事前精算機を使わずに出ようとしたら、

出口にバーがありますので、そこでまた払って

いただく。事前精算している方は、もうバーが

上がっているので、そのままぱっと出れるとい

うふうな仕組みでございますので、余り不正と

かそういうところは大丈夫かなというふうに

我々としては認識しております。 

 今のところ、出口が２か所できると土木建築

部から聞いていますので、ある程度、渋滞の緩

和はなされるのかなと認識しております。 

 次に、駐車場の用地でございますが、これは

今、調整中でございまして、御意見等も踏まえ

まして、どういう形でするのかは、また調整を

していきたいと考えております。（「臨時駐車

場についてはどうですか」と言う者あり） 

 そうですね、臨時駐車場も含めて調整をして

いるところですので、よろしくお願いいたしま

す。 

高橋委員 ありがとうございます。若干、楽観

的な見通しで、本当に大丈夫ですかという感じ

がしないでもないんですけれども、そこら辺は

またおいおい、土木建築部とか、そういう各関

係課と調整をしながらできるようにお願いいた

します。 

今吉副委員長 さっきの土地取得の件ですけれ

ども、現状は、県の指定管理で県有地なんです

よね。今度、周りを全部買い占めて、最後に県

も土地を売るんでしょうか。 

十部政策企画課長 おっしゃるとおり、現在は

サンリオエンターテインメント社に指定管理業

務を出している状況でございます。 

 それに、この前、サンリオから御説明があっ

たのは、そこの隣接地をサンリオが購入すると

いうことです。ただ、場所は我々もちょっと把

握はしていないんですけれども、県有地以外で

当然、サンリオが購入するというのを我々は聞

いています。 

今吉副委員長 万が一、どんどん収入が上がり

出したら、県有地も売ってくれっていうことは

ないのか。 

十部政策企画課長 そうですね、そこはちょっ

とまだ、今時点では何とも申し上げられないん

ですけれども、いずれにしても、サンリオを含

め、県庁の関係部局とか、いろんなところと連

携をして当たっていきたいというふうに思って

おりますが、すみません、今時点では何とも言

えない状況です。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかに御質疑もないので、次に②

の説明をお願いします。 

佐藤スポーツ振興課長 資料の５ページを御覧

ください。 

 国際自転車ロードレース、ツール・ド・九州

について説明させていただきます。 

 まず、資料の左上、今年度の２０２６大会に

ついてです。今年で４回目となる大分ステージ

は、１０月１１日日曜日に熊本県との共同開催

となり、豊後大野市役所前をスタートし、原尻

の滝、竹田城下町、久住高原などの観光名所を

通過した後、南阿蘇村役場でフィニッシュする

ラインレースとなっています。おおいた豊後大

野ジオパークや祖母・傾・大崩ユネスコエコパ

ーク、阿蘇くじゅう国立公園など、雄大な自然

を世界に発信できるコースを設定しました。 

 また、大会当日は、にぎわいを創出できるよ

う、コース沿線でテントサウナを体験しながら

レースを観戦できるポイントの設置や、竹田城

下町の街並みをいかし、甲冑武者や着物に身を

包んだ観戦者が選手を迎える企画も進めている

ところです。 

 出場するチームについても、本県のプロサイ

クルチームであるスパークルおおいたの４大会

連続出場が決定しておりまして、地元チームと

して、レースでの奮闘が期待されます。 

 最後に、２０２７大会でございます。本県へ

の経済効果も大きく、地域の活性化やサイクル

スポーツの振興に大きく寄与する大会であるこ

とから、第５回大会についても引き続き本県で

の開催に向け、大会事務局に申請しているとこ

ろでございます。なお、具体的な日程など詳細
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につきましては、今後、大会事務局等と協議を

進め、今年の１０月頃に決定する見込みでござ

います。 

中野委員長 ただいまの報告について、質疑な

どはありませんか。 

三浦委員 質疑じゃないんですが、ちょっと私

の立場で言うのもあれだけど、どうしても言う

てくれと言われるんで。まず、スパークルおお

いたを選んでいただいてありがとうございます

というのが一つと、逆にもう一つ、おい、スパ

ークル出して大丈夫かいと、こういう声がある

のが事実です。是非、その辺を考えていただけ

ればと思います。 

佐藤スポーツ振興課長 しっかり、その旨、黒

枝監督にお伝えするとともに、昨年は結構、大

分ステージで終盤、優勝争いに絡む選手もいま

したので、頑張るように伝えたいと思います。 

三浦委員 我々が言うよりも、県が言った方が

びしっと響くと思いますんで、よろしくお願い

します。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は質疑などありま

せんか。 

穴見委員外議員 すみません、ちょっと１点だ

け。屋外イベントなんで、どこまでどうできる

のかはちょっと私も分からないんですけれども、

過去の大会で、大分県内の来場者数とか経済波

及効果とかって測れるものなのか。測れるので

あれば、どういうふうに推移しているのか、分

かる範囲で教えていただけたらと思います。 

佐藤スポーツ振興課長 まず、来場者数ですけ

れども、これは実際に人数をカウントしており

ます。カウントの仕方については、スタート、

ゴール地点についてはある程度カウントできる

んですけれども、コースの沿線の観戦者、これ

については、実際に生中継されていますので、

それで大会事務局の方が人数をカウントしてい

る形でございます。 

 去年の大分・宮崎ステージについては、宮崎

と合わせて県内外から約４万４千人の来場者に

来ていただきました。 

 経済波及効果の数字についてなんですけれど

も、申し訳ありません、ちょっと私、今、頭の

中に入っていませんので、後ほど提出させてい

ただきたいと思います。（「後で大丈夫です」

と言う者あり） 

中野委員長 ではまた時間があるときに教えて

ください。 

ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかに御質疑もないので、次に③

の説明をお願いします。 

幸野交通政策企画課長 資料の６ページを御覧

ください。 

空港アクセス改善事業の現在の取組状況につ

いて報告させていただきます。 

まず、１運航関係ですが、今月２日に運航業

者より、別府湾の夜間周遊事業の開始が発表さ

れ、先週１８日にはマスコミ向け試乗会の実施、

翌１９日から運航が開始されました。今後、毎

週金曜日の１９時４５分から３０分間、週１便

で運航されます。運航開始日は、あいにくの雨

でしたけども、前日のマスコミ向け試乗会では、

別府湾の美しい夜景が参加者に大変好評であり、

運航事業者も手応えを感じているとのことであ

りました。 

県としましても、５月の空港周遊便の開始、

６月の夜間周遊便の開始と、計画的かつ着実に

事業を拡大しているものと認識しておりますが、

空港アクセス便の夜間航行の開始に向けた国と

の手続も順調に進められていると聞いておりま

す。定期就航１年を迎えるこの夏の開始を目指

しているということでございます。 

こうした取組を進め、現時点では、空港アク

セス便が週７０便、周遊便が週４便となったと

ころでございます。今後、空港アクセス便の夜

間運航が開始されれば、さらなる増便も予定さ

れていると考えております。 

引き続き、周遊便によるホーバークラフトの

認知度の向上や収益確保の効果も活用しながら、

本事業の目的である空港アクセス改善効果を最

大限発揮できるよう、取組を進めてまいります。 

次に、２にぎわいづくりでございます。まず
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運航事業者の取組でございますが、４月下旬に、

相対的に利用の少ない女性客を増やすため、ホ

ーバーケーキ女子会と銘打ちましたイベントを

開催し、好評を得たとのことです。また、今月

からは、若者を中心に人気のＶｔｕｂｅｒ白銀

ノエルさんとのコラボ企画が開始されました。

大分市に縁の深いノエルさんとのコラボにより、

ホーバークラフトのさらなる認知度向上が期待

されると考えております。 

 その他、民間が発意をした取組としまして、

５月下旬には、大分青年会議所主催のイベント

などが２週にわたって開催され、それぞれに２

千人から３千人が参加するなど、大きなにぎわ

いを見せたと聞いております。 

 こうした、西大分エリアのにぎわい創出につ

ながる民間活力をいかした取組が広がるよう、

県としてもしっかりと後押ししてまいります。 

 引き続き、県民の貴重な財産であるホーバー

クラフトとターミナルの認知度向上を進めなが

ら、大分空港へのアクセス改善に取り組んでま

いります。 

中野委員長 ただいまの報告について、質疑な

どはありませんか。 

三浦委員 ホーバーのこの件で聞きたいんです

が、ニュースで夜間の周遊をやったというのを

聞いたときに、私思ったんですけれども、我々

が求めているのは、さっき言われたように、空

港とのアクセスなんですよね。やっぱり夜、走

ってないから不便でしようがないので、夜に周

遊できるんやったら、早く空港とのアクセス改

善をしてほしいと思ったんですが、何が引っか

かっていて、できないんですか。夜に周遊はで

きるんでしょう。何で行ったり来たりができん

のかなという疑問です。教えてください。 

幸野交通政策企画課長 夜間の運航に関しまし

ては、夜間航行解除の国の了解が必要になって

います。昼間の運航もそうだったんですけれど

も、周遊を先にして、それから空港までの長距

離の定期便にするという、段階的な手順で進め

てまいりました。 

夜間の航行も、夜間の空港アクセスを最終的

な目標にしながら、まずはその手前の周遊から

許可を取る。別々の許可になっておりまして、

不定期航路と定期航路という区別がございます。

なので、先に周遊の方から始めて、段階的に定

期航路の方に進めていくという、今、そういっ

た手順でやっております。 

三浦委員 要は、定期航路の方がハードルが高

いということですか。 

幸野交通政策企画課長 はい。そういう認識で、

運航事業者は国と協議をしながら進めていると

いうことでございます。（「分かりました。あ

りがとうございます」と言う者あり） 

森委員 にぎわいづくりとかイベントとかで、

ホーバーターミナル自体には私もこの前行った

んですけれども、確かにお客様はいらして、１

２時発の便で平日の火曜日だったんですけれど

も、ホーバーに乗っているのは私を含めて４人

でした。ただし、ターミナルには人がいました。

それはそれで感想だったんですけれども、ホー

バータクシーについては、昨年の１２月から運

用されていて、私もたまたま乗ったんですけれ

ども、乗り合いで知らない人と３人で乗って、

２００円ずつ払って６００円。タクシー事業者

の方からも聞いたんですけれども、この制度は、

いわゆるシャトルバスよりも適時乗れるし、非

常に便利もいいし、とてもいいですよと言って

いたんです。ただ、今のイベントとか、そうい

うものにも大分駅からの行き来で使えるのか、

夜間の周遊についても、大分駅からの往復で使

えるのか。 

 加えて、今、月にどれぐらいのホーバータク

シーの利用者がいるのか教えてください。 

幸野交通政策企画課長 ホーバータクシーでご

ざいますが、昨年の実証事業で手応えを感じて、

今年から本格運航ということになっております。

今、実際ですね、駅の南口から西大分ホーバー

ターミナルまでの間の定期運行に合わせた運行

を原則として進めていますので、イベントを実

施する場合の不規則的なものには対応していな

いところです。あくまで、空港のアクセスの改

善で、要は、空港まで進むホーバークラフトの

運航の補助として、ホーバータクシーの当初の

目的をそうしていますので、それに対して対応
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をしています。 

 実際、片道、空港まで行ったんですけれども、

帰りが天候等によって欠航になったりするよう

な場合がございます。そうした場合は、車を西

大分ターミナルの方に置いてしまっているよう

な状況があって、その車を取りに行くというよ

うなニーズはあると考えておりまして、それは

今度、欠航になった証明を、例えばアプリなん

かを見せれば、そのホーバータクシーの利用が

できるというふうに、この６月から運行をちょ

っと変えてやるようにしています。 

 ですので、定時で運行するホーバータクシー、

プラス、車を停めて取りに行く、そういったニ

ーズのホーバータクシーということで、今進め

ているところでございます。 

 それから、ホーバータクシーの今の利用状況

なんですけれども、利用人数というのはちょっ

と正確には出ないんですけれども、今の制度と

しては、相乗りの方式を採っています。その相

乗りの率は約７割。乗った方の約７割が相乗り

をしている状況です。 

 ホーバークラフトに乗船するためにホーバー

タクシーを利用している方は約３割。現時点ま

での実績で言えば、そういった状況になってい

ます。 

森委員 平日の１２時の便に乗ったときに、相

乗りで行った３人プラス１人しかホーバークラ

フトに乗っていなかった。それが今の実態なの

かなというのと、ただし、ホーバーターミナル

にはお客さんはたくさんいました。 

 駅からのアクセスが課題という中で、そうい

ったにぎわいを作るという意味では、ホーバー

タクシーもありなのかな。ただし、タクシー協

会なり、その会社なりが大体、通常メーターで

は２千円ちょっとかかっていまして、６００円

との差額分を事後に請求して精算するというこ

となんでしょうけれども、多分、それを知らな

い人がたくさんいるんだろうなっていうふうに

思ったのと、実はチェック機能があまり働いて

いないと、私、実際に乗って思いました。なの

で、中途半端にやるよりは、しっかりＰＲをす

るべきではないかなというふうに思いますし、

イベントなりで利用していただくっていうのも

ありなんじゃないか。 

ただし、いろんなことが考えられると思うん

ですよ。チェックの仕方とかも含めてですね。

その辺は課題として、今後、検討していただけ

ればなというふうに。私自身は、非常に便利が

よかった。行きはこれを使わせていただいて、

帰りはバスで帰りました。すみません。（笑う

者あり） 

幸野交通政策企画課長 ホーバータクシーを御

利用いただき、ありがとうございます。我々も、

このホーバータクシーの制度は、なかなか他の

地域でやっているような事例もなくて、試行錯

誤の中、いろんな方の協力を得てスタートした

事業であります。なかなか仕組みが分かりづら

いというところもあり、森委員がおっしゃった

ように、認知度が足りないというのは、我々の

課題だと思っています。 

 せっかくのいい取組だと思いますし、ホーバ

ークラフトと同じように、大分の観光の一つの

ツールとして理解してもらえるよう、我々もし

っかり考えて取り組んでいきたいと考えており

ます。どうもありがとうございます。 

森委員 私が宣伝するのもあれですけれども、

実は、１１時３５分発ということで、それぐら

いの時間に行けばいいのかなと思って、１０分

ぐらい前に立っていたら、タクシーが来てくれ

るんですよね。別にホーバータクシーという名

前の付いたタクシーはない。どの個人タクシー

でも、どの会社のタクシーでもあそこに３人ぐ

らい並んでいれば停まってくれるんですね。実

は、定時より随分前でも止まってくれて、ホー

バーですかっていうことで、隣の人、その隣の

人も一緒に乗るっていう面白い仕組みだなと思

いましたし、やり方によってはすごく便利だと

思いましたので、その感想だけ申し添えました。

ありがとうございました。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 委員外議員の方は、質疑などはあ

りませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 
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中野委員長 ほかに御質疑もないので、次に④

の説明をお願いします。 

松垣地域交通・物流対策室長 おおいた地域交

通ビジョン２０２６の素案について御説明しま

す。 

 資料７ページを御覧ください。 

 現行の計画が９月に終期を迎えるため、現在

策定中の新たな計画について、まず、今後のス

ケジュールを説明いたします。 

 本日の報告の後、７月９日に開催する協議会

で交通事業者、市町村などと協議を行い、その

後１か月ほどパブリックコメントを実施します。

８月下旬にも協議会を開催して最終案を協議し、

国に提出・公表する予定です。 

 次に、８ページからの概要版で、素案の内容

を説明いたします。 

 まず、策定の趣旨ですが、自家用車での移動

が困難な人々にとって、地域公共交通は生活を

支える重要な移動手段であり、必要な場所へ自

由に移動し、社会参加できる環境を確保するた

めに、欠かすことのできない社会的セーフティ

ネットとなっています。また、観光振興や地域

経済の活性化にも貢献しています。一方で、運

転手不足や路線バスの減便・廃止により、交通

空白とされる地域が生じています。 

こうした社会情勢を踏まえ、本県が目指すべ

き地域交通の姿と施策の方向性を広く示すため、

新たな計画を策定するものです。対象区域は県

内全域、計画期間は５年間としています。 

 ９ページの左側には、利用者、事業者、自治

体の三つの視点から現状をまとめており、運行

便数や乗継ぎの手間などにより、自家用車利用

に比べ総移動時間が長い傾向にあること、担い

手確保が急務であることなどを課題として整理

しています。右側には、目指すべき姿として、

マイカーに頼りすぎず、誰もが安心してスマー

トに移動できる大分県を掲げ、その実現に向け、

三つの基本方針と九つの重点施策を整理してい

ます。 

 基本方針１は、住み慣れたまちの交通空白解

消へとし、交通事業者や市町村が提供してきた

交通サービスの水準を維持するとともに、地域

の輸送資源のフル活用等により、交通空白の解

消を図ることとしています。 

 基本方針２は、未来を見据えたデジタルでス

マートな地域交通へとし、交通事業者の生産性

や利用者の利便性の向上により公共交通の持続

可能性を高めていくため、ＤＸ化を促進するこ

ととしています。 

基本方針３は、カッコイイ仕事として担い手

が育つ地域交通へとし、担い手がいきいきと働

くことのできる環境を整え、地域交通及び業界

の持つ魅力を向上させることとしています。 

 １０ページからは、各施策において取り組む

事業内容を記載しています。 

 左側の、事業２⑤では、路線定期運行を行っ

ている路線のうち、時間帯や区間により利用が

極端に少ないなど、非効率な運行となっている

地域においては、設定した一定の区域内をドア

ｔｏドアで運行する区域運行化を積極的に検討

し、利便性と効率性の向上を図っていくことと

しています。 

 右側、事業１１では、市町村がＡＩオンデマ

ンドシステムの活用を進められるよう支援して

いくこととしています。 

 １１ページ左側の事業１５では、交通事業者

が行う免許の取得支援のほか、運転体験会など

の人材確保活動を支援していくこととしていま

す。右側には、基本方針ごとに成果指標と目標

値を、次のページには達成状況の評価方法を記

載し、毎年度、進捗管理を行うこととしていま

す。 

 新たな計画の着実な推進を通じて、県民の日

常生活に必要な移動手段を確保し、誰もが安心

して暮らし続けることのできる地域社会の実現

を目指してまいります。 

中野委員長 ただいまの報告について、質疑な

どはありませんか。 

今吉副委員長 今、過疎地域ではこういう公共

交通網がないので結構不便なんですけれども、

このビジョンを作るにあたっては、各事業者、

バスや電車とか、そういう交通機関と常に打合

わせをしているんですか。 

松垣地域交通・物流対策室長 ７月９日に開催
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する地域公共交通活性化協議会がございますけ

れども、その協議会にはバス事業者、それから

バス協会ですね、それからＪＲ、タクシー協会

等、交通事業者が全て入っておりまして、加え

て市町村や国の関係機関も入って、関係者で議

論をし、計画を作成して、推進をしていこうと

いうところでございます。 

今吉副委員長 ただ、過疎の問題ですよね。過

疎地域にはそういう事業者が関わってくるでし

ょうかね。そこがちょっと心配ですね。 

松垣地域交通・物流対策室長 市町村ごとにも

協議会なり会議体がございます。それぞれの市

ごとに、やはり違う課題がございます。それぞ

れの市町村によって、コミュニティバスだけを

運行しているところもあれば、乗合タクシーも

一緒に運行しているところもございます。それ

ぞれの地域の特性に合った形で、交通空白の解

消が図られるよう、県も協力して取り組んでい

きたいと考えております。 

今吉副委員長 県が関わるとすると、県職員も

別府市みたいに、そういう運転手の活動をする

んでしょうか。 

松垣地域交通・物流対策室長 別府市では、湯

けむりライドシェアＧＬＯＢＡＬということで、

公共ライドシェアを運行しております。運行を

する方は基本的に第二種運転免許を持たないん

ですけれども、普通免許の方が講習を受けてド

ライバーになるということを行っております。

別府市は、そこで市の職員がその運行もやるよ

うになっていると承知しております。 

 ただ、県としましては、地域のタクシー事業

者なり、交通事業者の皆さんがいらっしゃいま

すので、まずはそれぞれの地域でどのような形

の運行が最適なのかを皆さんで議論しながら、

住民の足の確保を進められると良いのではない

かと考えております。 

今吉副委員長 最悪、確保できないときは、県

職員を派遣するという、そこはどうでしょうか。 

松垣地域交通・物流対策室長 例えば、人口が

少ない地域などで、現状、コミュニティバスを

運行しているところもございます。そういった

ところで、定時で路線を決めて運行していると、

住民の方が少なくなっていますので、運行して

もなかなか非効率になってくるような状況にな

っています。 

 そういうふうになったところは、予約型で乗

れるようなデマンド交通の方に移行している地

域もありますし、まだ、これから移行をしてい

こうというところもあります。 

 まずは、それぞれの地域に合った、例えば予

約型の乗合タクシーに移行していくようなとこ

ろで住民の足を確保していくことになると考え

ております。 

今吉副委員長 その考えはいいけれども、最悪

のときを、是非、解決策を考えておいてくださ

い。何かありますか。 

松垣地域交通・物流対策室長 県職員もという

ところもあるんですけれども、地域の市町村の

職員ですとか、地域の交通事業者の皆さんと、

その地域でどのような形が最適なのかを考えて

いく、議論していくのが、まずは私たちに求め

られていることかなと思っておりますので、そ

のような形で頑張っていきたいと思っておりま

すので、よろしくお願い申し上げます。 

中野委員長 よろしくお願いします。 

 ほかにありませんか。 

三浦委員 すみません、９ページの現状と課題

のところで、公共交通利用の際に不便を感じて

いるという部分の最後の文章に、スマートフォ

ン等から一元的に確認できないと書かれていま

す。この文章を逆に取ると、将来的にはスマー

トフォン等から一元的に確認できるようにした

いというふうに私は理解したんですが、そうい

うつもりでしょうか。 

松垣地域交通・物流対策室長 ありがとうござ

います。現状、例えばスマートフォンを利用し

まして、行きたい場所の検索をかけたときに、

公共交通の経路も出てくるような形で、地図検

索アプリも含めて、そのようなところはあると

思います。 

 ただ、県内では民間のバス路線については、

全て表示されるようになっているんですけれど

も、市町村が運行しているコミュニティバスな

どは、まだ検索しても出てこない状況になって
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います。そこは、県の方で市町村と連携しなが

ら、そういったデータをオープンにしていって、

あるいは入力、登録をしていって、検索でも出

てくるような形で、なるべくコミュニティバス

も含めて利用しやすいような形になるようにし

ていきたいということでございます。 

三浦委員 是非、Ｇｏｏｇｌｅとかジョルダン

で検索して、そういうのも出てくると非常に有

難いというのは、一つあります。 

 二つ、ちょっと懸念事項があって、田舎の方

の場合、電波が届かないというところが時々ま

だ見られます。そういうところの交通対策もあ

るので、その辺もちょっと考えていただけたら

なというのが一つ。 

 それと、もう一つは、今、ジョルダンとかＧ

ｏｏｇｌｅとか言いましたけれども、私とか今

吉副委員長の世代はぎりぎり分かるんです。こ

こから上の年齢になるとちょっと危なくなって

くるので、そういう高齢者にも是非対策をして

いただけたらなと、これはもうお願いですから

回答はいりませんので、以上２点です。よろし

くお願いします。 

中野委員長 要望という形でいいですか。

（「結構です」と言う者あり） 

御手洗委員 やっぱり、地域交通はすごく大事

だと思うんです。私も時々、公共バスを利用す

るんですが、高齢者の行く先はやっぱり病院が

多いんじゃないかなと思うんです。利用者もも

ちろんですけれども、利用される側の意見もち

ょっと取り入れていくとか。病院なんか行くと、

いつも、ここに電話したらタクシー呼べますみ

たいなのを置いていたりしますけれども、高齢

者が多いので、買物も含めてですね。 

 それと、さっき三浦委員も言いましたけれど

も、外国人観光客の方も来ていて、人があんま

り行かないようないろんな地域にも入り込んで

くる状況があるので。今回は地域の交通がメイ

ンになっているんですが、やっぱり観光の面も

含めて、もうちょっといろんな意見を入れてい

った方が、もう地域のことは、ある程度もう煮

詰まっているんじゃないかな。要望等も含めて

ですね。もうちょっといろんなところにウイン

グを広げていった方が、将来的にいいのではな

いかと思いますので、また検討いただければと

思います。 

松垣地域交通・物流対策室長 ありがとうござ

います。観光の交通手段という部分も、国の方

は交通空白の地域を取りまとめるようになって

おりますけれども、地域の交通手段だけではな

くて、観光の交通手段も把握していく動きをし

ておりますので、そういった声も聞きながら、

対策を考えていければと思っております。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と言う者あり） 

中野委員長 委員外議員の方は質疑などはあり

ませんか。 

猿渡委員外議員 １点すみません。さきほどハ

ーモニーランドの渋滞解消、駐車場の問題の話

があったんですけれども、海地獄の周辺なども、

繁忙期は非常に渋滞しまして、タクシーの運転

手の御意見で、ちょっと離れたところに駐車場

を確保して、ハーモニーランドのようにバスで

運ぶというようなことができないのかという話

があったんです。 

要するに、タクシーも渋滞にはまり込んでし

まうと、稼ぎ時なのにもうロスですよね。そう

いうことで、なかなか今でもタクシーの運転手

の生活が厳しかったり、運転手が確保できなか

ったりというのがある中で、いろんな面で厳し

い状況があるというお話も伺っていますし、市

民生活にも影響している状況ですので、その辺

も含めて、いろんなところとの連携もあると思

いますが、特に繁忙期の対応をお願いしたいと

思います。 

松垣地域交通・物流対策室長 ありがとうござ

います。土木建築部とか国も入るかもしれませ

んけれども、あと、観光事業者の声とかも聞き

ながら、なるべく県民の皆さんが移動で困らな

いような形を取っていけるといいかなと思って

おります。 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と言う者あり） 

中野委員長 ほかに御質疑もないので、これで

諸般の報告を終わります。 
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 この際、ほかに何かありませんか。 

佐藤スポーツ振興課長 さきほどのツール・

ド・九州の経済波及効果の数字について質疑が

ありましたので、御回答したいと思います。 

 まず、来場者数ですけれども、昨年は大分県

と宮崎県の共同開催でしたので、大分県に来場

された方は４万４千人のうち２万８千人となっ

ております。 

 それと、経済波及効果については８億４千万

円。そのうち大分県内の経済波及効果は６億２

千万円となっております。（「大きいな」と言

う者あり） 

中野委員長 よろしいですか。（「ありがとう

ございます」と言う者あり） 

中野委員長 ほかにありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかにないので、これをもちまし

て、企画振興部関係の審査を終わります。 

 執行部は、お疲れ様でした。 

 委員の皆様は、この後、協議を行いますので、

このままお待ちください。 

 

〔委員外議員、企画振興部退室〕 

 

中野委員長 それでは、内部協議に入ります。 

 まず、閉会中の所管事務調査の件について、

お諮りいたします。 

 お手元に配付のとおり、各事項について、閉

会中、継続調査を行いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と言う者あり〕 

中野委員長 御異議がないので、所定の手続を

取ることといたします。 

 次に、県外所管事務調査についてです。調査

行程などを事務局に説明させます。 

  〔事務局説明〕 

中野委員長 何か御意見はございませんか。 

  〔委員協議〕 

中野委員長 では、このように決定させていた

だきます。今後、調整や変更の必要が生じた場

合は、委員長に御一任をお願いします。欠席や

別行動となる場合は、事務局に御連絡ください。 

 この際、ほかに何かございませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

中野委員長 ほかにないようですので、これを

もちまして、本日の委員会を終わります。 

 お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 


